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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第122期
第１四半期
連結累計期間

第123期
第１四半期
連結累計期間

第122期

会計期間
自 2022年12月１日
至 2023年２月28日

自 2023年12月１日
至 2024年２月29日

自 2022年12月１日
至 2023年11月30日

売上高 (千円) 2,051,990 1,999,928 8,610,396

経常利益 (千円) 45,971 66,975 344,577

親会社株主に帰属する四半期(当
期)純利益

(千円) 41,118 49,659 255,526

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 46,680 48,726 287,950

純資産額 (千円) 2,397,153 2,626,277 2,638,424

総資産額 (千円) 8,236,168 8,074,939 8,340,594

１株当たり四半期(当期)純利益 (円) 33.77 40.79 209.88

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益

(円) ― ― ―

自己資本比率 (％) 29.1 32.5 31.6
 

(注) １．当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２．潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益については、潜在株式が存在しないため記載しておりませ

ん。

 
２ 【事業の内容】

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要

な変更はありません。また、主要な関係会社における異動もありません。
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第２ 【事業の状況】

 
１ 【事業等のリスク】

当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のうち、

投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある事項の発生又は前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等の

リスク」についての重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 
２ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

文中の将来に関する事項は、当四半期連結会計期間の末日現在において当社グループ（当社及び連結子会社）が判

断したものであります。

(1)業績の状況　

当第１四半期連結累計期間における当社グループを取り巻く事業環境は、エネルギー価格及び原材料価格の高止ま

り、長期化するロシアによるウクライナ侵攻、中東情勢の悪化、中国経済の停滞により依然として不透明な状況が続

いています。

米国では、賃金上昇と良好な雇用環境を背景に個人消費を中心に景気は堅調に推移しました。また、中国において

は、個人消費の低迷と不動産市場の悪化により景気は低迷しました。

日本経済は、個人消費の持ち直し、インバウンド需要の回復、円安による企業業績の改善が見られ、緩やかな景気

回復が継続いたしました。

当社グループに関係の深い自動車産業においては、半導体等の部品供給が改善され国内自動車生産は好調に推移い

たしました。

このような環境の中、当社グループは２０２２年を起点とする中期経営計画（第１２１期「２０２２」から第１２

５期「２０２６」まで）「ＡＣＣＥＬ２０２６－革新を強力に推進し、成長を加速する」で策定した目標の実現に向

け、当社が得意とする合成技術を活用し、受託合成品の拡大、新製品開発の推進及び市場拡大への挑戦を更に進める

うえで、生産能力の増強を目的に既設マルチプラントへの設備投資を決定いたしました。

市場環境の変化を的確に捉え、顧客ニーズの変化に迅速かつ柔軟に対応し、経営資源の効率化とコストダウンを全

社規模で取り組んだうえで、コスト増に対応した製品価格の設定を実施し、企業価値を高める活動を積極的に行いま

した。

ゴム薬品の販売は、中国市場低迷の影響を受けましたが、半導体等部品供給の制約が緩和され自動車生産台数が堅

調に回復した結果、売上は前年同期を上回りました。樹脂薬品、中間体、その他薬品については市場低迷の影響を受

け売上は前年同期を下回りました。

これらの結果、当第１四半期連結累計期間の売上高は１９億９９百万円（前年同期比２．５％減）、営業利益は６

７百万円（同４５．２％増）、経常利益は６６百万円（同４５．７％増）、親会社株主に帰属する四半期純利益は４

９百万円（同２０．８％増）となりました。

セグメント業績の概況は次のとおりであります。

①化学工業薬品事業

　売上高は１９億９０百万円（同２．６％減）、セグメント利益（営業利益）は５９百万円（同５３．９％増）と

なりました。

②不動産賃貸事業

　売上高は９百万円（同０．５％増）、セグメント利益（営業利益）は７百万円（同０．６％増）となりました。
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(化学工業薬品事業の部門別の概況)

＜ゴム薬品＞

ゴム薬品の分野において、国内の工業用品向け製品は、自動車関連産業の世界的な半導体不足が緩和し国内の自動

車生産が総じて堅調に推移し自動車部品関連向け製品を中心に売上は増加しました。

また、タイヤ向け製品は、主力製品の販売が低迷し売上は前年同期を下回りました。合成ゴム向けは、中国を中心

とする海外市場の需要低迷の影響を受けましたが、スポット販売製品を受注することができ、全体では売上は前年同

期を上回りました。医療用ゴム用途製品は、緩やかに需要が回復し主力製品を中心に売上は前年同期を上回りまし

た。

海外向けは、中国向けを中心に汎用製品及び医療用途向け製品の販売が低迷しましたが、特殊製品を新規分野に販

売することができ、売上は前年同期を上回りました。

この結果、国内・輸出合わせてのゴム薬品部門合計の売上高は１１億７１百万円（前年同期比５．２％増）となり

ました。

 
＜樹脂薬品＞　

樹脂薬品の分野は、主要販売先であるアクリル酸・アクリル酸エステルの需要が国内、海外共に低迷する中、国内

向けは前年同期並みの売上を確保することができましたが、海外向けは中国を中心に主力製品の売上が大きく減少し

ました。電子材料関連向け製品は緩やかな需要の回復がみられましたが、売上は前年同期を下回りました。

この結果、樹脂薬品部門合計の売上高は２億９百万円（同５．６％減）となりました。

 

＜中間体＞

中間体部門においては、農薬中間体は需要が低迷し主力製品の売上は前年同期を下回りました。医薬中間体は、医

療用途脱水縮合剤の通期での売上は前期を上回る見通しですが、当第１四半期では前年同期を下回りました。界面活

性剤中間体は、顧客の需要が回復し売上は前年同期を上回りました。染顔料用途製品は需要低迷により売上は前年同

期を下回りました。

この結果、中間体部門合計の売上高は２億４４百万円（同２２．５％減）となりました。

 

＜その他＞　

当社が得意とする合成技術を基盤とするレンズ用途向け特殊添加剤、電子材料向け製品の販売は通期では前期並み

の売上を見込んでいますが、当第１四半期では前年同期を下回りました。

品質・技術に優位性を持つ電子材料用途脱水縮合剤は需要低迷の影響を受け、売上は前年同期を下回りました。

環境用薬剤の販売は、顧客での需要減少の影響を受け売上は前年同期を下回りました。

この結果、この部門合計の売上高は３億６５百万円（同６．７％減）となりました。

 
(2)財政状態の分析

当第１四半期連結会計期間末における資産につきましては８０億７４百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億

６５百万円減少いたしました。これは主に、現金及び預金が１億３８百万円、受取手形及び売掛金が３億３５百万

円、有形固定資産が８３百万円減少したことに対し、棚卸資産が２億８１百万円増加したことによります。

負債につきましては５４億４８百万円となり、前連結会計年度末に比べ２億５３百万円減少いたしました。これは

主に、流動負債その他の未払費用が１億７５百万円、設備支払手形が７５百万円減少したことによります。

純資産につきましては２６億２６百万円となり、前連結会計年度末に比べ１２百万円減少いたしました。これは主

に、利益剰余金が１１百万円減少したことによります。　
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(3)会計上の見積り及び当該見積に用いた仮定

前事業年度の有価証券報告書に記載した「経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分

析」中の会計上の見積り及び当該見積りに用いた仮定の記載について重要な変更はありません。
 

(4)事業上及び財務上の対処すべき課題

当第１四半期連結累計期間において、当社グループが対処すべき課題について重要な変更及び新たに生じた課題は

ありません。

　

(5)研究開発活動

当第１四半期連結累計期間の研究開発費の総額は61,159千円（前年同四半期は57,801千円）であります。なお、当

第１四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありません。

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 4,000,000

計 4,000,000
 

② 【発行済株式】

 

種類
第１四半期会計期間
末現在発行数(株)
(2024年２月29日)

提出日現在
発行数(株)

(2024年４月10日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 1,220,000 1,220,000
東京証券取引所
スタンダード市場

単元株式数は100株であります。

計 1,220,000 1,220,000 ― ―
 

(2) 【新株予約権等の状況】

① 【ストックオプション制度の内容】

該当事項はありません。

 

② 【その他の新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　　　該当事項はありません。

 

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

　2023年 12月１日～
2024年２月29日

－ 1,220,000 － 610,000 － 58,437
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(5) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。

 

(6) 【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の「議決権の状況」については、株主名簿の記載内容が確認できないため　、記載

することができないことから、直前の基準日(2023年11月30日)に基づく株主名簿による記載をしております。

① 【発行済株式】

   2023年11月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 2,500
 

―
株主としての権利内容に制限の
ない、標準となる株式

完全議決権株式(その他) 普通株式 1,213,600
 

12,136 同上

単元未満株式 普通株式 3,900
 

― 同上

発行済株式総数 1,220,000 ― ―

総株主の議決権 ― 12,136 ―
 

(注) 「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式31株が含まれております。

 

② 【自己株式等】

  2023年11月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

(自己保有株式)
川口化学工業株式会社

東京都千代田区内神田２
丁目８番４号

2,500 ― 2,500 0.20

計 ― 2,500 ― 2,500 0.20
 

 

２ 【役員の状況】

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

 

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(2023年12月１日から2024年

２月29日まで)及び第１四半期連結累計期間(2023年12月１日から2024年２月29日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、海南監査法人による四半期レビューを受けております。 
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１ 【四半期連結財務諸表】
(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年２月29日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 1,043,816 905,814

  受取手形及び売掛金 3,080,334 2,744,509

  商品及び製品 1,095,822 1,233,932

  仕掛品 412,440 438,242

  原材料及び貯蔵品 367,593 485,583

  その他 21,706 35,335

  貸倒引当金 △5,236 △4,665

  流動資産合計 6,016,478 5,838,753

 固定資産   

  有形固定資産   

   機械装置及び運搬具（純額） 1,016,557 960,003

   その他（純額） 1,102,631 1,076,061

   有形固定資産合計 2,119,188 2,036,065

  無形固定資産   

   その他 18,278 17,307

   無形固定資産合計 18,278 17,307

  投資その他の資産   

   その他 187,947 184,112

   貸倒引当金 △1,300 △1,300

   投資その他の資産合計 186,647 182,812

  固定資産合計 2,324,115 2,236,185

 資産合計 8,340,594 8,074,939

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,446,876 1,405,218

  短期借入金 2,160,000 2,320,000

  1年内返済予定の長期借入金 430,556 433,336

  未払金 255,391 196,439

  未払法人税等 36,370 24,640

  未払消費税等 107,916 22,231

  賞与引当金 － 54,336

  役員賞与引当金 16,200 1,350

  その他 308,612 63,097

  流動負債合計 4,761,923 4,520,649

 固定負債   

  長期借入金 534,762 516,148

  役員退職慰労引当金 79,950 79,278

  退職給付に係る負債 194,988 206,353

  その他 130,545 126,233

  固定負債合計 940,246 928,013

 負債合計 5,702,170 5,448,662
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度
(2023年11月30日)

当第１四半期連結会計期間
(2024年２月29日)

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 610,000 610,000

  資本剰余金 58,437 58,437

  利益剰余金 1,881,096 1,869,882

  自己株式 △8,202 △8,202

  株主資本合計 2,541,332 2,530,118

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 46,890 43,332

  為替換算調整勘定 50,201 52,825

  その他の包括利益累計額合計 97,091 96,158

 純資産合計 2,638,424 2,626,277

負債純資産合計 8,340,594 8,074,939
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

 【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年12月１日
　至 2023年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年12月１日
　至 2024年２月29日)

売上高 2,051,990 1,999,928

売上原価 1,719,648 1,641,878

売上総利益 332,342 358,050

販売費及び一般管理費 285,837 290,547

営業利益 46,504 67,502

営業外収益   

 受取利息 629 481

 受取配当金 1,258 970

 貸倒引当金戻入額 58 571

 為替差益 － 1,143

 その他 2,093 1,136

 営業外収益合計 4,039 4,304

営業外費用   

 支払利息 4,333 4,551

 為替差損 222 －

 その他 15 279

 営業外費用合計 4,572 4,830

経常利益 45,971 66,975

税金等調整前四半期純利益 45,971 66,975

法人税、住民税及び事業税 6,258 19,065

法人税等調整額 △1,405 △1,749

法人税等合計 4,853 17,316

四半期純利益 41,118 49,659

非支配株主に帰属する四半期純利益 － －

親会社株主に帰属する四半期純利益 41,118 49,659
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 【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】
           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 2022年12月１日
　至 2023年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年12月１日
　至 2024年２月29日)

四半期純利益 41,118 49,659

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 4,076 △3,557

 為替換算調整勘定 1,485 2,624

 その他の包括利益合計 5,561 △933

四半期包括利益 46,680 48,726

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 46,680 48,726

 非支配株主に係る四半期包括利益 － －
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【注記事項】

(継続企業の前提に関する事項)

該当事項はありません。
 

(連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年12月１日 至 2024年２月29日)

　　該当事項はありません。
 

 
(四半期連結財務諸表の作成にあたり適用した特有の会計処理)

 
当第１四半期連結累計期間

(自 2023年12月１日 至 2024年２月29日)

該当事項はありません。

 
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりであります。

　　　　　　　　
　前第１四半期連結累計期間　　　　　

（自　2022年12月１日
　　至　2023年２月28日）

当第１四半期連結累計期間　　　　　　　　
（自　2023年12月１日
　　至　2024年２月29日）

減価償却費 100,816千円 102,514千円
 

 

(株主資本等関係)

前第１四半期連結累計期間(自 2022年12月１日 至 2023年２月28日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2023年２月24日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 60,873 50.00 2022年11月30日 2023年２月27日
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。

 

当第１四半期連結累計期間(自 2023年12月１日 至 2024年２月29日)

１．配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

2024年２月22日
定時株主総会

普通株式 利益剰余金 60,873 50.00 2023年11月30日 2024年２月26日
 

 

２．基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日

後となるもの

該当事項はありません。

 

３．株主資本の著しい変動

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ　前第１四半期連結累計期間(自 2022年12月１日 至 2023年２月28日)

 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)

化学工業薬品
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高      

　顧客との契約から生じる収益 2,042,442 ― 2,042,442 ― 2,042,442

　その他の収益 ― 9,547 9,547 ― 9,547

  外部顧客への売上高 2,042,442 9,547 2,051,990 ― 2,051,990

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 2,042,442 9,547 2,051,990 ― 2,051,990

セグメント利益 38,859 7,645 46,504 ― 46,504
 

(注)１．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく不動産賃貸収入等

であります。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。

 
Ⅱ　当第１四半期連結累計期間(自 2023年12月１日 至 2024年２月29日)

 
１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

  (単位：千円)

 
報告セグメント

調整額
四半期連結損
益計算書計上
額(注)

化学工業薬品
事業

不動産賃貸
事業

計

売上高      

　顧客との契約から生じる収益 1,990,333 ― 1,990,333 ― 1,990,333

　その他の収益 ― 9,595 9,595 ― 9,595

  外部顧客への売上高 1,990,333 9,595 1,999,928 ― 1,999,928

  セグメント間の内部売上高
  又は振替高

― ― ― ― ―

計 1,990,333 9,595 1,999,928 ― 1,999,928

セグメント利益 59,808 7,693 67,502 ― 67,502
 

(注)１．セグメント利益の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。

２．その他の収益は、「リース取引に関する会計基準」（企業会計基準第13号）に基づく不動産賃貸収入等

であります。

 
２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

該当事項はありません。
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(収益認識関係)

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

 前第１四半期連結累計期間(自　2022年12月１日　至　2023年２月28日)  
   (単位：千円)

 報告セグメント

 化学工業薬品事業 不動産賃貸事業 計

顧客との契約から生じる収益 2,042,442 ― 2,042,442

ゴ　ム　薬　品 1,113,751 ― 1,113,751

樹　脂　薬　品 222,395 ― 222,395

中　　間　　体 315,045 ― 315,045

そ　　の　　他 391,250 ― 391,250

その他の収益 ― 9,547 9,547

外部顧客への売上高 2,042,442 9,547 2,051,990
 

 

 当第１四半期連結累計期間(自　2023年12月１日　至　2024年２月29日)  
   (単位：千円)

 報告セグメント

 化学工業薬品事業 不動産賃貸事業 計

顧客との契約から生じる収益 1,990,333 ― 1,990,333

ゴ　ム　薬　品 1,171,421 ― 1,171,421

樹　脂　薬　品 209,879 ― 209,879

中　　間　　体 244,006 ― 244,006

そ　　の　　他 365,025 ― 365,025

その他の収益 ― 9,595 9,595

外部顧客への売上高 1,990,333 9,595 1,999,928
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(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

項目
前第１四半期連結累計期間
(自 2022年12月１日
至 2023年２月28日)

当第１四半期連結累計期間
(自 2023年12月１日
至 2024年２月29日)

１株当たり四半期純利益 33円77銭 40円79銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する四半期純利益(千円) 41,118 49,659

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する四半期純
利益(千円)

41,118 49,659

普通株式の期中平均株式数(株) 1,217,469 1,217,469
 

(注)潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式が存在していないため記載しておりません。

 

(重要な後発事象)

該当事項はありません。

 

２ 【その他】

該当事項はありません。
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 

2024年４月10日

川口化学工業株式会社

取締役会  御中

 

海南監査法人

 東京事務所
 

 
 

指定社員　　
業務執行社員

公認会計士　　秋　　葉　　　陽  
 

 

指定社員　　
業務執行社員

公認会計士　　米　　川　　　博  
 

監査人の結論

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている川口化学工業株

式会社の2023年12月１日から2024年11月30日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間（2023年12月１日から2024

年２月29日まで）及び第１四半期連結累計期間（2023年12月１日から2024年２月29日まで）に係る四半期連結財務諸

表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記について四半期レ

ビューを行った。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、川口化学工業株式会社及び連結子会社の2024年２月29日現在の財

政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせる事項が全て

の重要な点において認められなかった。

 
監査人の結論の根拠

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行っ

た。四半期レビューの基準における当監査法人の責任は、「四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責

任」に記載されている。当監査法人は、我が国における職業倫理に関する規定に従って、会社及び連結子会社から独立

しており、また、監査人としてのその他の倫理上の責任を果たしている。当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠

を入手したと判断している。

 
四半期連結財務諸表に対する経営者及び監査等委員会の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

四半期連結財務諸表を作成するに当たり、経営者は、継続企業の前提に基づき四半期連結財務諸表を作成することが

適切であるかどうかを評価し、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に基づいて

継続企業に関する事項を開示する必要がある場合には当該事項を開示する責任がある。

監査等委員会の責任は、財務報告プロセスの整備及び運用における取締役の職務の執行を監視することにある。

 
四半期連結財務諸表の四半期レビューにおける監査人の責任

監査人の責任は、監査人が実施した四半期レビューに基づいて、四半期レビュー報告書において独立の立場から四半

期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

監査人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に従って、四半期レビューの過程を通

じて、職業的専門家としての判断を行い、職業的懐疑心を保持して以下を実施する。

・　主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対する質問、分析的手続その他の四半期レ

ビュー手続を実施する。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して

実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。
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・　継続企業の前提に関する事項について、重要な疑義を生じさせるような事象又は状況に関して重要な不確実性が認

められると判断した場合には、入手した証拠に基づき、四半期連結財務諸表において、我が国において一般に公正妥

当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、適正に表示されていないと信じさせる事項が認められな

いかどうか結論付ける。また、継続企業の前提に関する重要な不確実性が認められる場合は、四半期レビュー報告書

において四半期連結財務諸表の注記事項に注意を喚起すること、又は重要な不確実性に関する四半期連結財務諸表の

注記事項が適切でない場合は、四半期連結財務諸表に対して限定付結論又は否定的結論を表明することが求められて

いる。監査人の結論は、四半期レビュー報告書日までに入手した証拠に基づいているが、将来の事象や状況により、

企業は継続企業として存続できなくなる可能性がある。

・　四半期連結財務諸表の表示及び注記事項が、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作

成基準に準拠していないと信じさせる事項が認められないかどうかとともに、関連する注記事項を含めた四半期連結

財務諸表の表示、構成及び内容、並びに四半期連結財務諸表が基礎となる取引や会計事象を適正に表示していないと

信じさせる事項が認められないかどうかを評価する。

・　四半期連結財務諸表に対する結論を表明するために、会社及び連結子会社の財務情報に関する証拠を入手する。監

査人は、四半期連結財務諸表の四半期レビューに関する指示、監督及び実施に関して責任がある。監査人は、単独で

監査人の結論に対して責任を負う。

監査人は、監査等委員会に対して、計画した四半期レビューの範囲とその実施時期、四半期レビュー上の重要な発見

事項について報告を行う。

監査人は、監査等委員会に対して、独立性についての我が国における職業倫理に関する規定を遵守したこと、並びに

監査人の独立性に影響を与えると合理的に考えられる事項、及び阻害要因を除去するための対応策を講じている場合又

は阻害要因を許容可能な水準にまで軽減するためのセーフガードを適用している場合はその内容について報告を行う。

 
利害関係

会社及び連結子会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな

い。

以  上
 

(注) １．上記の四半期レビュー報告書の原本は当社(四半期報告書提出会社)が別途保管しております。

２．XBRLデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
 

EDINET提出書類

川口化学工業株式会社(E01006)

四半期報告書

19/19


	表紙
	本文
	第一部企業情報
	第１企業の概況
	１主要な経営指標等の推移
	２事業の内容

	第２事業の状況
	１事業等のリスク
	２経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析
	３経営上の重要な契約等

	第３提出会社の状況
	１株式等の状況
	(1)株式の総数等
	①株式の総数
	②発行済株式

	(2)新株予約権等の状況
	①ストックオプション制度の内容
	②その他の新株予約権等の状況

	(3)行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等
	(4)発行済株式総数、資本金等の推移
	(5)大株主の状況
	(6)議決権の状況
	①発行済株式
	②自己株式等


	２役員の状況

	第４経理の状況
	１四半期連結財務諸表
	(1)四半期連結貸借対照表
	(2)四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
	四半期連結損益計算書
	第１四半期連結累計期間
	四半期連結包括利益計算書
	第１四半期連結累計期間
	注記事項
	セグメント情報


	２その他


	第二部提出会社の保証会社等の情報
	監査報告書

